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内容の要旨及び審査の結果の要旨
急性呼吸窮迫症候群(acuterespiratorydistresssyndroｍｅ:ＡＲＤS)の発生には､肺サーファクタントの不
活性化が関与している。一方、デキストランにはサーファクタントの不活性化を打ち消す作用がある。本
研究は、塩酸ミルクの肺内注入によりＡＲＤＳを発症させたラットを用いて、デキストランの併用がサーフ
ァクタント吸入療法の効果を改善するか否かを検討したものである。
ラットの肺に塩酸ミルク0,H1.8,1.5ｍl/1Kg)を注入後、純酸素による人工換気を行った。換気条件は、最
大吸気圧（PIP）2.451KPa、終末呼気陽圧（PEEP）O74kPaに設定した。動脈血酸素分圧（PaO2）がl3
kPa以下に低下した時点で、ラットを無作為に以下の４群に分けた。すなわち、(1)何も投与しない対象群
Cl=8)、(2)加工天然型サーフアクタント(modiHednaturalsurfbIctant:MNS)の生理食塩水懸濁液を30分
間吸入させたＳ‐only群(n=8)､(3)ＭＮＳの30分間吸入に引き続いてデキストランの生理食塩水溶液を１５
分間吸入きせたS-plus-D群(n=功、および（４）デキストランのみを４５分間吸入きせたD-only群と
し、その後180分間観察した。
対象群とD-only群のPaO2は、実験終了までl0kPa以下に低下したままであった。一方、S-only群
とＳ‐plus-D群では､MNS吸入の終了時にPaO2が50kPa前後まで上昇したが(P<OO1vs・群分け時；
P<0.01Ｖs・対象群と、only群)、S-on1y群ではＭＮＳの吸入を中止するとPaO2が急速に低下し、実
験終了時にはl7kPa前後まで低下した。一方、Ｓ‐plus-D群のPaO2は、実験終了時にも３８kPa以上
の値を保持した（P<OO1vsS-only群)。
塩酸ミルクの肺内注入によるARDＳモデルに対するサーファクタン1,吸入療法の効果が、デキストラン
の併用によって改善することを明らかにした本研究は、ＡRDSに対するサーファクタン1,吸入療法の新た
な展開に貢献する業績と評価された。
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